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研究内容： ベクトル周波数変調法によるインバータの制御 

技術分野：パワーェレクトロニクス 

インバータは、直流を交流に変換する電力変換器で、交流モータの電源装置に用いられています。ベクトル周波数変調 

(VFM）は、インバータの周波数変調の一種で、パルス幅変調（PWM）と異なり、原理的にコンパレータや発振器を必要とせ 

ず、三相に適用した場合には三相一括処理を行えます。しかも完全なソフトウェア処理なので、モータのデジタル制御に適 

した変調方式です。現在、VFMの各種インバータへの適用について、研究を行っています。 

図1はVFMインバータによる誘導モータの駆動構成例です。図2はVFMによって誘導モータの磁東回転速度が調整され 

る状況を表しています。ここで、f＊は周波数指令、円周上の〇がゼ口電圧ベクトルを表しています。〇の分散密度によって 

速度調整を行うのがVFMです。図3はVFMインバータの電圧波形例です。 
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図1 システム構成例 
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図2 VFM による磁東の回転速度調整 
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図3 VFM インバータの電圧波形例（f* = 40Hz) 

研究者PR・自己紹介 

インバータの他に、誘導モータのPLL制御や、デジタル制御について研究してきました。自作インバータを用いて実験を 

行っています。自作経験は、エ学研究のよい基礎になっていると思います。 
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